
安全は当社グループにおける経営の根幹かつすべての経営方針につながるも
のとして経営方針の最上位に位置づけています。安全文化を醸成するとともに、
高速道路構造物の安全からあらゆる“安全”に幅を広げた下記の取組みを深化
させていきます。

高速道路の新規開通、4車線・6車線化、構造物の老朽化への対応や激甚化・頻発
化する自然災害への対応を着実に実施することで、お客さまに安心・快適な高速
道路空間をお届けするとともに、“移動”だけでなく幅広く高速道路をご利用いた
だくことにつなげ、地域の発展に貢献します。

デジタル社会や脱炭素社会の進展などの環境変化を見据え、当社グループの
技術やノウハウをもとに、お客さまや地域社会などステークホルダーの皆さま
との協働を通じて、新たな価値の創造に挑戦します。さらに、事業活動を通じ
てCO2削減などの環境保全、持続可能な社会の実現に貢献します。

当社グループのあらゆる活動を支える経営基盤を強化していくため、環境変化
への感度が高く強い現場力を持つ人財の育成、デジタル化の推進などによる
生産性の向上、コーポレートガバナンスの確立、情報発信の充実や地域との交
流による事業理解の促進などに取り組み、ステークホルダーの皆さまの期待
に応えます。
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安全性向上に向けた不断の取組みの深化

高速道路の機能強化と広くお客さまに
利用される高速道路空間への進化

デジタル化や脱炭素化などの
環境変化に適応した新たな価値創造への挑戦

お客さまをはじめとするステークホルダーの
期待に応え続けるための経営基盤の強化

1. 安全を最優先とする企業文化の醸成
2. 道路構造物の経年劣化や潜在的リスクに対応した業務プロセスの継続的改善
3. 安全活動の推進
4. 安全を支える人財の育成
5. 安全性向上に向けた着実かつ効率的な事業の推進

安全性向上への「5つの取組み方針」
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企業理念の実現
（持続可能な社会の発展）

2026年度以降の方向性

5～10年後に想定される
環境変化を見据えて
持続的に成長し選ばれる
NEXCO中日本グループ

企業理念・私たちの役割

CSR活動の重点テーマ

経営方針 めざす姿

私たちは、安全を何よりも優

先し、安心・快適な高速道路

空間を24時間365日お届け

するとともに、高速道路ネッ

トワークの効果を、次世代に

繋がる新たな価値へ拡げる

ことにより、地域の活性化と

暮らしの向上、日本の社会・

経済の成長、世界の持続可

能な発展に貢献し続けます。

「企業理念・私たちの役割」は当社グループの普遍の社会的使命です。
「私たちの基本姿勢」を拠りどころに、新たな経営方針に基づく施策を推進することで、企業理念の実現をめざす とともに持続可能な社会の発展に貢献します。

ステークホルダーの皆さまへお届けする価値

社 

会

安全・安心で持続可能な
社会基盤の構築

持続可能な都市や
地域コミュニティの発展への
支援

社会から信頼される
ガバナンス・内部統制の強化

地球温暖化の抑制と
地域環境への配慮

私たちの基本姿勢
私たちは、「6つの基本姿勢」の実践を通じて、NEXCO中日本グループの
企業価値を高め、ステークホルダーの皆さまの期待に応えます。

❶ お客さま起点で考える　　 ❷ 現場に立って考え行動する
❸ 経験と知見を結集する　　 ❹ 効率性を追求する
❺ 時代に即して進化し続ける　❻ 社会の課題と向き合う
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・持続可能なインフラ基盤
・交通事故及び渋滞の低減
・目的地までの快適な走行

お客さま

・多様で柔軟な働き方の実現
・働きがいの向上
・成長機会の創造

グループ社員

・債務の着実な償還
・配当、納税

国民（株主）
・地域の活性化と暮らしの向上
・地域環境の保全

地域社会

・公正・透明な取引
・取引相手としての信頼感

お取引先
・脱炭素社会への貢献
・技術支援を通じた国際貢献

国際社会
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